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十 三 保 育 所

昭不055年 4月から平成11年 3月まで
通算卒園児童数 190人

あクカゞとタ
さまうなら

脇 元 保 育 所
B召不054年 4月から平成11年 3月まで
. 通算卒園児童数 207人

相 内保 育所

十三保 育所

脇元保 育所

最後の卒園式
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市
浦
村
議
会

二
月
定
例
会
が
二
月
五
日
か
ら
十

一
日
ま

で
開

か
れ
、

平
成
十

一
年
度

の

一
般
会
計
予
算
及
び

下
水
道
事
業
特
別
会
計
な
ど
、

六
特
別
会
計
予
算

が
原
案

可
決

し
ま
し
た
．

現
在

、
地
方
財
政

は
景
気

の
低
迷
を
反
映

し
て
非
常

に
厳

し

い
状

況
と
な

っ
て
お
り
、
抑
制

・
緊
縮
型

の
予
算
編
成
を
強

い
ら
れ

て

い

こ
の
よ
う
な
中

で
新
年
度
予
算

は
、

こ
れ
ま

で
以
上

に
財
政

の
健

全
性
確
保

に
努

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と

「健
康

と
福
祉
」
を

キ

ー

ワ
ー
ド
に
、
海
水
治
療
温
泉

の
事
業
着
手
な
ど
と

い

っ
た
長
期

総
合
計
画
を
具
現
化
す

る
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度

の

一
般
会
計
予
算

は
、
歳

入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ

二
十
九
億
五

千

二
百
万
円

で
、
昨
年
度

に
比

べ
七
　
七
％
の
減
額
と
な
り
、
下
水

道
事
業

や
国
民
健
康
保
険

、
老
人
保
健

、
各
財
産
区

の
六
特
別
会
計

を
合
わ

せ
た
総
予
算

は
四
十
億
六
千
七
百

二
十
五
万
三
千
円

で
、
前

年
度

と
比

べ

一
〇

・
八
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

キーワードは健康と福祉

平成11年度 一般会計予算は

〃g信二Zι万円″ ターハ
〔歳 入〕

村  債

29億 5,200万円

公債費

29億 2,500万円

平成11年度 会計別予算額

1予 1算1額 前年度 との比較

■‐崚1会:計 29億 5,200万 円 △  2億 4,600万 円

特

■

●

別

●

■

■

一

一．・一一
一
計

一霧
一

一燿
一

一下
一

2億 614万 5千 円 △ 2億 2729万 7千 円

3億 4,469万 4千 円 209万 1千円

酢置翡走
老 人保 健

岬申●準
=

△    8万 6千 円

脇元を産XI 638万 6千 円 191万 8千 円

キ
=財

産菫 380万 6千 円 192万6千 円

総|‐■1額 40億 6,725万 3千 円
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いのちと健康を
重視 した予算に
市浦村長 高 松 隆 三

を開き説明して来たように、①海水には塩化ナトリウム、カリ

れていることから精神的な安定感が得られるとともに、③入i谷

一般会計予算額の推移
用 語 説 明

414-
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農林水産業費    237,700千 円

県営実取地区担い手育成基盤

整備事業負担金 22.838千 円

県営今泉実取線ふるさと農道

整備負担金   121640千 円

十三湖前潟漁場可能性調査

2.100千 円

市浦村の基幹産業である農業・水産業・畜産業対策

に必要な一般的な経費や、生産指導、振興等に必要な

経費が含まれています。

352,250千 円

●景観形成基本方針策定 41062千円
●セーフティー300報償金 11000千 円
●情報発信 PRテ レビコマーシャル

委託料       31000千 円
●ふるさと交流事業   7,963千 円

(ふ るさと市浦会、十三湖湖上ウォ

ーク、村友制度、上ノ国町交流等)

●つがる西北五広域連合 71616千 円

全般的な管理事務、企画調整事務、財政・事務管理

に要する経費など、通常必要とされている経費が含ま

れています。

費務総 95,395千 円

●定期観光バス運行経費

1,798千円

●十三湊特別展開催費

321350千 円

●福島場外掘遊歩道建設費

1,832千円

地域の活力となる商工業の振興や、市浦村が力を入

れている観光事業に必要な経費が含まれています。

費商

430,128千 円

●高齢者生活福祉センター運営

委託料     331840千 円

●包括ケアシステム推進事業
'         121813千 円

●介護保険費   51203千 円

●ア トム保育園 。子育て支援セ

ンター運営費  801497千 円

社会福祉、生活保護等、村民が一定水準の生活と安

定 した社会生活をすごすために必要な経費が含まれて

います。

費生民 292,901f円

●県営急傾斜地崩壊対策事業

負担金 (脇 元地区)1,900千 円

●道路新設改良費 1911170千 円

曜 趣 ]

車社会の現代に必要不可欠な道路 橋等の建設や維

持管理や河川の管理等に必要な経費が含まれています。

費木土

衛 生 費     535,797千 円

●健康増進施設建設事業

3801000千円

一般廃棄物最終処分場対策費

41,858千円

一日ドック健診委託料

141097千 円

火葬場運営費   11226千 円

各種がん検診、ゴミ処理、火葬場運営費等、村民が

健康で衛生的な生活をすごす環境を保持するために必

要な経費が含まれています。

245,978千 円

外国青年招致事業費

41831千 円

村史編さん費   31691千円

十三湊遺跡発掘調査費

40,150千 円

教育委員会、小・中学校、高等学校、社会教育等 と

いった、教育全般に係わる費用が含まれています。

費育教

4̈1Z
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金木警察署相内駐在所長

青森県警部補

水 谷 崇 (54歳 )

ミ住民のための

整察官でありたいミ

駐在所の仕事は、村民が安心して生活出来る環境造 りが中心、つまり村民
の平穏な生活を守ることにある。仕事を通 じて村の治安に少しでも役に立ち

たいと思っています。

昭和43年 4月 、青森県巡査を拝命、八戸、黒石、青森、木造 (車力駐在所)、

弘前、五所川原、鯵ケ沢、大鰐、等の警察署に勤務 しました。前任は弘前警

察署警務広報係長、これまでに特に決った畑はなく、色々な分野の仕事をや

ってきました。

警察官を志 した動機は、単純に云うと素朴な正義感から。県民生活に一番

密着した仕事ができると思ったからです。

市浦村の印象は、山、川、海があり風光明美で、さすがは歴史と伝統の街

という感 じです。街おこしも盛んのようであり、さすが津軽文化発祥の地と

いう感想です。さらなる発展のために微力でありますが貢献出来れば嬉 しい

事です。

出身は、南津軽郡常盤村。

家族は、妻と子供 2人 に母親の 5人、母は常盤村で留守を守つているが、

子供は札幌市と東京で自活 しています。

趣味は、特になく目下模索中です。みなさんのア ドバイスをお願いします。

大学時代は、法律相談部に所属 し、教授等と共に全国を旅 し、民事法を中

心に問題解決のア ドバイスをした。「肩に力を入れずに頑張 りたい。」

この度の定期異動により、田子町の田子病院から岩村有泰医師の後任 とし

て、市浦診療所でお世話になることになりました。

出身は三戸郡名川町で家族は妻 1人、趣味は ドライブ、ガーデニング (園

芸、造園)です。

市浦村は海、山、湖など豊富な自然に囲まれ、特に十三湖のシジミが有名

であり、夏場はキヤンプなどできてすごくいい所という印象です。

また、村内には多くの史跡もあると伺つておりますので、一度史跡めぐり

市浦診療所長       を してみたい と思い ます。

41茫
   〔 [i 
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こ
の
た
び
金
木
警
察
署
相
内
駐
在
所
長
に
着
任
し
た
水
谷
崇
さ
ん
、
市
浦

診
原
所
長
に
着
任
し
た
ハ
木
田

一
雄
さ
ん
の
お
二
人
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『課

長

級
』

▼
参
事
兼
総
務
課
長

（企
画
財
政
課

長
）　
　
　
　
　
　
　
桑
野
　
邦
夫

▼
企
画
財
政
課
長

（議
会
事
務
局
長
）

古
川
　
　
徹

▼
議
会
事
務
局
出
向
　
議
会
事
務
局

長

（農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

三
和
　
徳
衛

『課
長
補
佐
級
』

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（出
納
室

長
補
佐
）　
　
　
　
　
浜
田
　
和
幸

▼
総
務
課
王
幹

（総
務
課
税
政
係
長
）

▼
総
務
課
主
幹

⌒総
務
課
固
定
資
産

税
係
長
）　
　
　
　
　
奈
良
　
孝
博

▼
出
納
室
主
幹

⌒経
済
観
光
課
王
幹
）

竹
谷
　
裕
治

『係

長

級
』

▼
ア
ト
ム
保
育
園
長

（相
内
保
育
所

長
　
兼
脇
元
保
育
所
長
）大

沢
ふ
み
子

▼
住
民
福
祉
課
健
康
管
理
係
長

（十

三
保
育
所
長
）
　
　
　
長
利
　
友
子

▼
経
済
観
光
課
商
工
観
光
係
長

（教

育
委
員
会
）　
　
　
　
葛
西
　
達
也

『主
任
主
査
級
』

▼
住
民
福
祉
課
介
護
保
険
係

（住
民

福
祉
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）

山
内
　
洋
子

四
月

一
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（　
）
内
は
旧
所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
住
民
福
祉
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

（総
務
課
総
務
係
）
　

長
谷
川
浩
子

▼
ア
ト
ム
保
育
園
王
任
保
育
士

（相

内
保
育
所
主
任
保
母
）
秦
　
　
優
子

▼
ア
ト
ム
保
育
園
保
育
士

（脇
元
保

育
所
保
母
）　
　
　
　
松
橋
　
悦
子

▼
ア
ト
ム
保
育
園
保
育
士

（脇
元
保

育
所
保
母
）　
　
　
　
一二
浦
つ
や
子

『主

査

級
』

▼
企
画
財
政
課
企
画
広
報
係

（住
民

福
祉
課
健
康
管
理
係
）
三
和
不
二
義

▼
ア
ト
ム
保
育
園
保
育
士

⌒十
三
保

育
所
保
母
）　
　
　
　
葛
西
　
隆
子

『主

事

級
』

▼
企
画
財
政
課
財
政
係

（総
務
課
資

産
税
係
）　
　
　
　
　
吉
田
　
純
也

▼
総
務
課
資
産
税
係

（企
画
財
政
課

企
画
広
報
係
）
　
　
　
一二
和
　
大
純

▼
住
民
福
祉
課
介
護
保
険
係

（企
画

財
政
課
企
画
広
報
係
）
三
上
　
　
洋

▼
教
育
委
員
会
出
向

（企
画
財
政
課

財
政
係
）　
　
　
　
　
丁
子
谷
　
充

『単

労

職
』

▼
ア
ト
ム
保
育
園
給
食
婦

（十
三
保

育
所
給
食
婦
兼
用
務
員
）三

和
　
夏
子

▼
教
育
委
員
会
出
向

（相
内
保
育
所

用
務
員
）　
　
　
　
　
工
藤
　
武
子

「退
　
　
職
』

▼
参
事
　
総
務
課
長
　
松
江
　
幸
勝
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こ
の
た
び
、
消
防
職
員
と
消
防
ヨ
員
と
の
相
互
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
三

月

二
十
七

・
二
十
八
日
の
二
日
間
の
日
程
で

一
一
日
消
防
士
体
験
入
署

一
を

実
施
し
ま
し
た

．^

参
加
さ
れ
た
団
員
は
、
第

一
分
団
の
三
和
正
英
さ
ん
と
、
佐
藤
洋

二
さ
ん

で
す
〓
二
十
八
日
の
二
日
目
は
、
各
分
団
か
ら
入
団
五
年
以
内
の
消
防
団
員

十
名
が
来
署
し
、
消
防
の
基
本
で
あ
る
各
個
訓
練
を
消
防
職
員

か
ら
指
導
を

今
回
、
一
日
消
防
士
体
験
入
署
し
た
お
二
人
の
感
想
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
日
消
防
士
体
験
入
署
を
終
え
て

第

一
分
団
団
員

三
和

正

英

さ
ん

三
月
二
十
七
日
ヽ
二
十
八
日
、
市

浦
消
防
署

へ

一
日
消
防
士
と
し
て
体

験
入
署
し
ま
し
た
。

夜
六
時
二
十
五
分
か
ら
辞
令
を
受

け
、
消
防
職
員
と
同
じ
二
十
四
時
間

一
日
消
防
士
を
体
験
し
て

第

一
分
団
団
員

佐
藤

洋

二
さ
ん

浦
消
防
署
に
体
験
入
署
し
ま
し
た
ぃ

夜
六
時
ご
ろ
に
消
防
署
に
着
き
日

程
表
に
基
づ
き
消
防
署
長
か
ら
辞
令

を
受
け
、
初
め
て
の
体
験
に
緊
張
と

不
安
の

一
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

署
長
か
ら
消
防
署
の
治
革
と
署
内

の
業
務
内
容
の
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
、
隊
長
か
ら
署
内
の
見
学
を
さ
せ

・
二
〓
卜
転
員
は

こ
´
、も
た

。、
へ
ん
で

最
“
、

・
１
■
害ヽ

１

つ^
言
員
を
守
る
仕

事
．
■

．
・
二
、、

ヤ
Ｊ
●
教
意
を
表

結
び
方
が
あ
り
、
何
度
も
や
り
直
し

し
て
全
部
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
き

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
教
わ
り
た

い

で
す
．
ま
た
基
本
訓
練
で
は
、
停
止

間
の
動
作
等
を
教
わ
り
ま
し
た
。
教

動
作
に
深
く
感

‘Ｌ、
し
ま
し
た
。
最
後

の
放
水
訓
練
で
は
、
初
め
て
自
分
で

や

っ
て
見
て
、
ホ
ー
ス
が
す
ご
く
重

く
て
大
変
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
っ

一
日
消
防
士
と
し
て
体
験
入
署
し

て
感
し
た
こ
と
は
、
実
際
に
火
災
や

救
急
な
ど
人
命
に
か
か
わ
る
仕
事
の

た
め
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
大
変
気
苦

労
も
多

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
署
長
を
は
じ
め
職
員
の
方
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()青春県1黒1龍江省な好0薫|()

青森空港国際化促進協議会では、青森空港から第 3の

国際定期路線を中国ハルビンとの間に開設するためチャ

ーター便の運行による実績づ くりに取 り組んでいます。

青森空港から直行便で行 く友好の翼「青森県・中国黒龍

江省友好の翼」への参加者を募集 しています。

●費  用

ハルビン・北京 6日 間コース 149,000円 ヽ168,000円

ただし、第 7回 目は5日 間コースで費用も異なります。
●行  程

往路 青森→ハルビン 復路 北京→青森

ただし、第 5回 目は復路がハルビン→青森となります。
●締め切 り

各回とも出発日の lヶ 月前程度となっています。
●お問い合わせ

青森県新幹線・交通政策課交通企画班

菌 '発 1自

第 3回 6月 18日 6月 23日 (水 ) 5泊 6日

第 4回 7月 20日 7月 25日 5泊 6日

第 5回 7月 25日 7月 30日 5泊 6日

第 6回 9月 5日 9月 10日 5泊 6日

第 7回 H月 9日 H月 13日 4泊 5日

よりよいまちを目指す

近年は障害をもつ人でも地域の中で不自由を感 じる

ことなく暮らせる社会づ くりの必要性が叫ばれてお り、

そういつた時代の流れを受けて、市浦村が平成 9年度

から10年 度の 2ヵ 年で進めていた「障害者や高齢者に

やさしいまちづ くり事業」が完了しました。

平成 9年度の事業費は約600万 円、平成10年 度の事業

費は約663万 円となっており、主な事業内容は以下のよ

うになっています。

●中の島プリッジパーク駐車場 トイレに車イスでも利

用できるようにスロープを設置 しました。

●役場庁舎の窓ロカウンターをより使いやす くするた

めに、これまでより約22セ ンチ低 くしました。

●役場庁舎及び診療所の玄関を自動 ドアに改修 しまし

●診療所に車いすでも使える トイレを設置 しました。

●ソフ ト面の事業として、福祉 リーフレノトの増刷が

行われました。

|じや

「使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
た
」

「親
し
み
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」

万

一
、
急
病
で
倒
れ
た
り
、
交
通

事
故
に
遭

っ
た
り
し
た
場
合
、
意
識

が
な

い
ま
ま
に
呼
吸
や
脈
拍
が
停
止

し
た
状
態
で
は
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
傷
病
者

の
回
復
や
社
会
復
帰
の

機
会
は
減
少
し
ま
す
。
そ
し
て
、
わ

ず
か
数
分
が
生
死
の
分
か
れ
目
と
言

わ
れ
て
お
り
、
何
の
手
当
も
せ
ず
に

時
間
が
経
過
す
る
ほ
ど
、
生
命
を
取

り
戻
す
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
に
な

呼
吸
停
止

⌒呼
吸
停
止
数
分
後
に

は
心
臓
も
停
止
し
ま
す
）
三
分
後

に
人
工
呼
吸
を
始
め
る
と
九
〇
％
、

五
分
後
に
は
二
五
％
が
息
を
吹
き

ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
救

急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の

時
間

（当
消
防
署
平
均
五
分
三
〇

秒
）
に
傷
病
者
の
近
く
に

「救
急

法
」
を
知

っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、

こ
う
し
た
不
幸
を
回
避
す
る
こ
と

は
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な

平
成
五
年
か
ら
全
国
で
住
民
に

対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
が
推
進
さ
れ
、
当
消
防
署
管
内
で

も
平
成
六
年
か
ら
普
通
救
命
講
習
を

実
施
し
現
在
ま
で
百
三
十

一
名
の
方

に
受
講
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

愛
す
る
家
族
や
、
自
分
自
身
の
命

の
人
た
ち
が

「救
急
法
」
を
身
に
つ

け
て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

な
お
、
救
急
講
習
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
浦
消
防
署
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

『
応

急
手
当

あ
な

た
な
ら
、

こ
ん
な
と
き
ど
う
し
ま
す

か
」

火
事
と
救
急

■
救
一助
は

一
一
九
番

415-
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内保育所・十三保育所・脇元保育所。近年の少子化や施設の老朽化

等により統合 を余儀 なくされていましたが、この度相内地区に建設

3月 25日 に脇元保育所で、 3月 26日 に相内保育所 と十三保育所で

相内、十三、脇元保育所の意志はア トム保育園に受け継がれ、こ

れからも子 どもたちを見守っていくことでしょう。

-415
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地

分

農

区 標 準小作料 備  考

田
の
部
　
上
田

円

30,000

旧相内村

旧十三村

土佐地域

田
の
部
　
中
田

円

26,000 旧脇元村

田
の
部
　
下
田

円

25,000
旧十三村

(土 佐地区

を除く)

市浦村農業委員会

平成H年度の農作業標準賃金を下記のとおり定めましたので、農業経
営にお役立てください。

1.農作業日雇賃金

委託希望農家、委託希望農家者は、農業委員会であっせんをいたしま
すので、お気軽にこ相談ください。

農
業
者
年
金
と
は
…

農
業
者
は
ふ
つ
う
国
民
年
金
に
入

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

「農
業
者
に

を
」
と

い
う
強

い
要
望
が
全
国
の
農

業
者
か
ら
あ
が
り
ま
し
た
し
そ
こ
で
、

昭
和
四
十
六
年

一
月
に
、
①
農
業
者

も
に
、
②
農
業
経
営
者
の
若
返
り
に

よ
る
近
代
化
や
経
営
規
模
の
拡
大
を

促
進
す
る
―
―
と

い
う
二
つ
の
目
的

を
も

っ
て
、
農
業
者
年
金
制
度
が
発

制
度
が
発
足
し
て
二
十
八
年
を
経

過
し
、
平
成
十
年
三
月
末
現
在
で
加

入
者
、
受
給
権
者
合
わ
せ
て
約

一
〇

平
成
九
年
度
の
年
金
の
支
給
総
額
は

約

一
、
七
〇
〇
億
円
強
と
な
り
、
受

給
者
等
か
』
大
変
喜
ば
れ
る
と
と
も

に
、
農
村
社
会
に
と

っ
て
な
く
て
は

こ
の
制
度
は
、
″農
業
者
だ
け
が
そ

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
″

う
社
会
保
障
政
策
の
手
段
を
使

っ
て
、

農
業
構
造
の
改
善
を
推
進
す
る
と

い

う
、
他
の
公
的
年
金
制
度
に
は
な

い

特
徴
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
裏
付
け

と
し
て
、
経
営
移
譲
年
金
に
は
他
の

制
度
に
み
』
れ
な

い
国
庫
補
助
が
あ

◇
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い

一
六
二
―
二
一
一
一
（内
線
２６
）

2.機械等賃借料



税制改正について

平成H年度の税制改正法案が成

立 し、所得税等について最高税率
の引下げや定率減税の実施などの

特例措置が講 じられたほか、租税

特別措置法等の改正が行われまし

所得税の主な改正点は次のとお

りです。

【最高税率の引下げ】

課税所得金額が 3千 万円を超え

る部分の金額に適用されていた所

得税の最高税率が50%か ら37%に
引下げられるとともに、最高税率
が適用 され る課税所得 金額が

1,800万 円を超える部分の金額 と

なりました。

【扶養控除金額の引上げ】
扶養控除額が扶養親族の区分に

応 じて引上げられました。
●年齢16歳 未満の扶養親族

48万 円 (改 正前 38万 円)

●特定扶養親族

(16歳以上23歳 未満)

63万円 (改 正前 58万円 )

【定率減税方式による

所得税減税の実施】

平成11年 分以後の所得税につい

て、その年分の所得税額の20%相

当額 (25万 円を限度とします。)が

減税 (定 率減税)さ れることにな

りました。

〉お問い合わせ先

市浦村役場総務課税政係

>電 話番号

E・8ι チろ nO

市浦村観光情報

〉お問合せ先 役場経済観光課

>電 話 番 号 62-2111

拍せん日:6月 15日 (火 )

◎
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま

で

保
険
料
の
免
除
と
違
納
　
　
年
金
額
が
上
が
り
ま
し
た

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
時
の
為
に
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
ロ

失
業
、
病
気
、
災
害
な
ど
で
収
入

が
減

っ
た
方
や
、
二
十
歳
以
上
の
学

生
で
本
人
に
収
入
が
な
く
、
か

つ
親

元
の
収
入
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
す
れ
ば

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
｛́

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

納
付
し
た
場
合
と
同
じ
く
、
年
金
の

受
給
資
格
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
将
来
、
年
金
の
額
を
計
算

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
三
分

そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

保
険
料
を
、
最
高
で
十
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
が
あ
り
、
こ
れ
を

「
追
納
」
と

こ
と
に
よ

っ
て
将
来
、
満
額
の
年
金

を
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
と
き

の
保
険
料
は
、
免

除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
、
そ

の
後
の
経
過
し
た
年
数
に
よ

っ
て

一

定
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

の
年
金
額
が
四
月
か
ら
変
わ
り
ま
し

国
民
年
金
制
度
で
は
、
前
年
度
の

物
価
の
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額
の
改

こ
の
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

に
よ
り
、
公
的
年
金
の
価
値
は
将
来

に
わ
た

っ
て
目
減
り
す
る
こ
と
が
な

く
安
心
な
の
で
す
。

新
し
い
年
金
額
で
の
受
け
取
り
は

支
払
分
か
ら
で
す
。



情報をお寄せ ください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成11.4,1現 在

ませんか ?市浦村の美 しい景観を

守るためにも、今一度ごみの出し

方を確認しましょう。

【間違ったごみの出し方の事例】
1.指定袋に地区名、氏名が記入

2.燃やせるごみに発泡ステロー

ルの トレイ、プラスチック製

のアイスクリームのカ ノプ等

が混入している。

3.新 聞、雑誌、ダンボール箱を

指定袋に入れないで出してい

4 燃やせるごみを燃やせないご

み専用袋に入れて出している。

5 生ごみが買物袋のみで出され

ごみの収集等について不明な点

がありましたら、役場までお気軽

にご相談下さい。

)お 問い合わせ先

役場住民福祉課

>電 話番号

平成10年度確定保険料・平成11

年度概算保険料の申告の時期がき

提出 納付期限は 5月 20日 です。

早めにお近 くの銀行、郵便局等へ

提出 納付 してください。

なお、申告 納付が同時にでき

ないときは、黒刷 りの申告書は最

寄 りの労働基準監督署または青森

労働基準局へ ふじ色刷 りの申告

書は青森県雇用保険課へそれぞれ

提出し、納付についてご相談 くだ

>お 問い合わせ先

青森労働基準局

>電 話番号

古 川 企 画 財 政 課 長

奈 良 副 参 事

桑 野 総 務 課 長

成 田経 済観光課長

■■|:|11= 中 居 建 設 課 長



■器提供意思表示カード
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で
毎
日
の
よ
う
に
騒
れ
て
い
た
、
高

知
県
で
行
わ
れ
た
脳
死
判
定
や
臓
器

提
供
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
く
、

そ
れ
ぞ
れ

″
い
の
ち
″
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ

―
―

臓

器

移

植

に

つ

い

て

―
―

こ
の
臓
器
移
植
は
脳
死
と
判
定
さ

れ
た
方
が
生
前
に
書
面
に
よ

っ
て
臓

器
を
提
供
す
る
と

い
う
意
思
表
示
を

し
て
い
る
場
合
に

′し、
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
、
陣
臓
、
小
腸
、
角
膜
の
提
供

が
で
き
る
と

い
う

″臓
器
移
植
法
″

に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
平

世
界
で
は
心
臓
移
植
が
年
間
四
千

例
、
肝
臓
は
八
千
例
と
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
、
札
幌
で
行
わ

れ
た
初
め
て
の

′し、
臓
移
植
手
術
か
ら
、

三
十

一
年
も
経
過
し
た
あ
と
の
移
植

ま
た
、
今
回
の
臓
器
移
植
や
脳
死

で

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー

ド
は
臓
器
の
提
供

つ
い
て
本
人
の
意

志
を
表
示
す
る
も
の
で
役
場
等
に
置

一
人
で
も
多
く
の
方
が
脳
死
や
臓

器
移
植

に
関
心
を
持
ち
、
家
族

で

″
い
の
ち
″
の
大
切
さ
を
話
し
合
う

な
ど
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

▲臓器提供意思表示カー ド (ド ナーカー ド)

言己入例1 解難柳覗2任霧糞涯鷹晨讐雪獲冒

言己入 例 2 
嘗騨 、

止した死後にのみ鵬 睦 提供

デ硝懇ι■鮎轟8竃言元翠躇
上で

1・
1撻淵鴨醤

L従墜J距零識ξ蜜舅蜜ほ累夏震し嶽

:麗鳳軋可錦難裁
署 名 年 月 日 :__輌崚 夕年  ′g月

_∠ 1_旦

本人署名(自 筆):_ _」旦型L三二2______
家族署名(自 筆):___」 里堕豊」笙

=墨
1______一 ― ―

臓器提供に関する
お問 い合 わせ先

(社)日 本臓器移植

ネットワーク本部

函函0120-
78-1069

▼
お

誕

生

小
　
野
　
幸
　
一十

（磯
松
）
良
　
敏

木
津
谷
　
吉
一　
介

（相
内
）
勇
　
一
一

▼
こ

結

婚

（続
剌
霧
技
一漱
　
脚一

⌒』
薩　麻］子
一ぃ
　
［一

相
リーー▼誠
隷≠
三
撃

謝　回　】　］
一耐　睛一７８８２材

帥　嬌　ち弘　　一鍋　時））５８８‐材

小　倉　十三男
（十　一こ
６７才

一＃
一
■

■
・か

，
‐‐
ら‐

四
月

一
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り

広
報
担
当
が
か
わ
り
ま
し
た
。
読
み

や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ガ

ン
バ
リ
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願

い
し

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（Ｍ
）


